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草
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良
算
の
述
作
と
貞
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と
の
関
係
を
中
心
に ―

西
　

山
　

良
　

慶

【
要
旨
】

　

本
研
究
は
良
算
の
述
作
と
貞
慶
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
良
算
の
述

作
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
、
良
算
の
『
愚
草
』
に
つ
い
て
一
考
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
、
良
算
と
貞
慶
と
の
関
係
は
貞
慶
の
資
料
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
今
回
は
良
算
の
述
作
を
用
い
て
そ
の
関
係
を
確
認
し
た
。
そ
の
中
で
、

貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
や
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
の
制
作
時
期
に
お
い
て
、
良
算

は
貞
慶
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
な
お
か
つ
貞
慶
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
「
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
く
述
作
」
こ
そ
、
良
算
の
基
本
的
述

作
姿
勢
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
『
愚
草
』
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
良
算
の
基
本
的
述
作

姿
勢
に
則
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
貞
慶
と
の
関
係
が
希
薄
な
ま
ま

記
さ
れ
た
も
の
も
確
認
出
来
た
。
こ
の
事
を
手
が
か
り
と
し
、
良
算
と
貞
慶
が
密
接

な
関
係
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
を
推
定
し
た
。
そ
の
上
で
『
愚
草
』
と
『
尋
思

鈔
』
と
を
比
較
検
討
し
、
良
算
の
師
で
あ
る
貞
慶
の
見
解
を
も
峻
別
す
る
姿
勢
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
「
道
理
」
に
基
づ
く
展
開
に
特
徴
を
持
つ

貞
慶
と
唯
識
教
学
の
「
基
本
」
に
沿
っ
た
論
理
を
重
視
す
る
良
算
と
い
う
対
照
的
な

両
者
の
研
鑚
姿
勢
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　

良
算
・
貞
慶
・
同
学
鈔
・
尋
思
鈔
・
愚
草

　

一
．
は
じ
め
に

　

日
本
の
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
は
、
様
々
な
人
師
に
よ
る
仏

教
改
革
運
動
が
行
わ
れ
、
仏
教
界
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
時

期
と
さ
れ
て
い
る
。
法
相
宗
に
お
い
て
も
大
き
な
教
学
的
進
展
が
見
ら
れ
た
。
こ

の
進
展
の
背
景
に
は
蔵
俊
（
一
一
〇
四
～
一
一
八
〇
）
の
『
菩
提
院
鈔
』
や
貞
慶

（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
の
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
（
以
下
、
『
尋
思
鈔
』
）
と

い
っ
た
、
「
論
義
抄
」
が
基
盤
と
し
て
あ
る
。
「
論
義
抄
」
と
は
法
相
宗
の
根
本
論

典
で
あ
る
『
成
唯
識
論
』
に
つ
い
て
千
百
有
余
も
の
論
題
を
立
て
、
経
典
や
論
典
あ

る
い
は
諸
師
の
章
・
疏
・
抄
を
用
い
な
が
ら
、
教
義
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
種
々
論

じ
、
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
論
義
抄
」
は
後
世
の
学
侶
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
日
本
唯
識
思
想
史
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
え

よ
う
。

＊１

　

「
論
義
抄
」
の
中
で
も
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
（
以
下
『
同
学
鈔
』
）
は
、
初
学

者
の
学
習
の
拠
り
所
と
し
て
後
代
の
学
侶
に
特
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。

＊２

こ
の
『
同
学

鈔
』
は
良
算
（
～
一
一
七
一
～
一
二
一
七
～
）

＊３

が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
編
者
で
あ
る
良
算
は
三
会
等
の
講
師
を
勤
め
る
こ
と
も
な
く
事
績

や
経
歴
の
多
く
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

＊４

し
か
し
、
薬
師
寺
や
興
福
寺
、
東

大
寺
、
無
為
信
寺
等
の
所
蔵
資
料
の
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て
、
良
算
の
述
作
が
数
多

く
発
見
さ
れ
徐
々
に
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
良
算
に
今

一
つ
『
愚
草
』
と
い
う
、
後
世
の
学
侶
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ
た

「
論
義
抄
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
良
算
に
関
す
る
研
究
は
新
た
な
段

階
へ
と
進
み
始
め
て
い
る
。

＊５

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
良
算
の
述
作
と
貞
慶
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し

て
良
算
の
基
本
的
述
作
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
『
愚
草
』
に
つ
い
て
一

考
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
、
貞
慶
の
著
作
に
み
ら
れ
る
良
算
の
貢
献
を
良
算
本
人
の
述
作
を
通
し
て
確
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認
す
る
。
従
来
、
良
算
と
貞
慶
の
関
係
は
貞
慶
側
の
資
料
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
良
算
の
諸
短
釈
と
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
際
に
良
算
が
『
尋
思
鈔
』
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
確

認
す
る
。
そ
し
て
良
算
の
諸
短
釈
は
、
そ
の
論
題
が
『
尋
思
鈔
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
な
お
か
つ
貞
慶
と
の
談
義
を
経
て
称
讃
や
許
可
を
得
る
な
ど
『
尋
思
鈔
』

の
成
立
と
密
接
な
関
係
を
有
し
つ
つ
記
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
ま
た
、
貞
慶

撰
『
明
本
抄
』
・
同
『
明
要
抄
』
の
撰
述
期
に
お
け
る
良
算
の
短
釈
と
貞
慶
と
の
関

係
を
考
察
し
、
『
尋
思
鈔
』
撰
述
期
と
同
様
に
良
算
の
諸
短
釈
が
貞
慶
と
の
談
義
を

経
て
称
讃
や
許
可
を
得
た
こ
と
に
基
づ
き
記
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。
ま
た
、

『
明
要
抄
』
に
お
い
て
良
算
の
設
問
や
私
見
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
良

算
が
貞
慶
の
影
響
を
受
け
る
の
み
な
ら
ず
貞
慶
も
ま
た
良
算
の
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
両
者
が
双
方
向
的
影
響
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
以
上
の

こ
と
よ
り
、
「
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い
て
述
作
を
な
し
て
い
た
と
い
う
良

算
の
基
本
的
姿
勢
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

『
愚
草
』
の
諸
短
釈
の
成
立
時
期
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
等
よ
り
お

お
よ
そ
の
述
作
期
間
は
確
認
で
き
る
。
『
愚
草
』
の
中
で
奥
書
の
年
号
に
よ
り
、
記

さ
れ
た
時
期
が
明
ら
か
な
も
の
を
古
い
も
の
か
ら
順
に
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。

    

〔
論
義
テ
ー
マ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
撰
述
年
代
〕

   

①
帰
命
大
智
海 

文
治
五
年
（
一
一
九
〇
）
十
一
月

   

②
転
識
頼
耶 

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
　

八
月

   

③
貪
無
漏
縁 

建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
　

四
月

   

④
相
違
因
草 

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
　

三
月

   

⑤
有
法
自
相
所
立
法 

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
　

五
月

   

⑥
証
果
廻
心 

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
潤
七
月

   

⑦
有
漏
一
識
因 

承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
　

正
月

   

⑧
唯
識
比
量 

建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
　

十
月

   

⑨
雑
乱
体
名
色
支 

建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
　

三
月

   

⑩
護
法
教
体 

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
　

七
月

ま
た
、
お
お
よ
そ
の
年
代
順
に
し
た
が
っ
て
一
読
し
て
み
る
と
、
『
愚
草
』
に
は
基

本
的
述
作
姿
勢
に
則
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
、
貞
慶
と
の
関
係
が
希
薄
な
ま
ま
記
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
良
算
が
貞
慶
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
よ
う
に
な
る

時
期
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
よ
り
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
そ
の
時
期
を
推

定
し
、
そ
の
上
で
『
愚
草
』
と
『
尋
思
鈔
』
と
を
比
較
検
討
し
、
た
と
え
師
で
あ
る

貞
慶
の
義
で
あ
っ
た
と
し
て
も
『
愚
草
』
は
そ
の
採
否
に
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
「
道
理
」
に
基
づ
く
展
開
に
特
徴
を
も

つ
貞
慶
と
、
唯
識
教
学
の
「
基
本
」
に
沿
っ
た
論
理
を
重
視
す
る
良
算
と
い
う
対
照

的
な
二
人
の
研
鑚
姿
勢
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

二
．
良
算
の
述
作
活
動
と
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』

　

良
算
の
諸
短
釈
の
検
討
に
あ
た
っ
て
貞
慶
の
存
在
を
欠
か
す
事
は
で
き
な
い
。
と

い
う
の
も
、
良
算
は
『
尋
思
鈔
』
・
『
法
華
開
示
抄
』
・
『
明
本
抄
』
・
『
明
要

抄
』
と
い
っ
た
貞
慶
の
大
部
の
著
作
活
動
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
師
と
仰
ぐ
貞

慶
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
最
も

端
的
に
示
し
て
い
る
も
の
が
貞
慶
の
『
法
華
開
示
抄
』
に
よ
せ
た
良
算
の
奥
書
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

貞
慶
『
法
華
開
示
抄
』
第
二
十
八
　

良
算
奥
書

此
ノ

御
抄

ノ

論
議

ノ

様
ハ

者
愚
僧
之
所
二

記
シ

進
一ム

ル

也
。
答

ハ

者
上
人

ノ

御
草
也
。
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於
二テ

ハ

草
本
一ニ

者
可

キレ

賜
二フ

愚
僧
一ニ

之
旨
、
有
二ル

モ

御
約
束
一

而
宝
積
院
御
房
御
所
望

之
間
、
横

ニ

被
レ

召
サ

畢
ヌ

。
仍

テ

以
テ二

彼
ノ

草
本

ヲ一

誂
二ヘ

テ

同
法
等

ヲ一

写
シレ

之
ヲ

畢
ヌ

。

于
時
建
・
元
年
十
月
六
日
記

スレ

之
ヲ

。
　

沙
門
良
算

＊６

と
あ
る
。
良
算
が
「
此
の
御
抄
の
論
義
の
様
は
愚
僧
の
記
し
進
む
る
所
な
り
。
答
は

上
人
の
御
草
な
り
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
良
算
自
身
が
問
を
立
て
、
そ
れ
に
対

し
て
貞
慶
の
「
御
草
」
を
「
答
」
と
し
て
記
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貞
慶
が
自

ら
の
著
作
の
論
を
進
め
る
う
え
で
中
核
と
な
る
問
を
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
良
算
へ

の
評
価
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
貞
慶
の
「
答
」
を
記
し
た
原
本
の
「
御

草
」
は
宝
積
院
信
憲
（
一
一
四
五
～
一
二
二
五
）
が
横
様
に
召
し
て
し
ま
っ
た
が
、

元
は
と
い
え
ば
「
愚
僧
に
賜
う
べ
き
御
約
束
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
奥

書
を
見
る
限
り
、
貞
慶
は
良
算
に
自
ら
の
著
作
の
設
問
部
分
を
任
せ
、
さ
ら
に
は
自

身
の
「
草
本
」
を
与
え
る
程
に
厚
い
信
頼
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
貞
慶
の
著
作
活
動
に
お
け
る
良
算
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

貞
慶
の
良
算
に
対
す
る
高
い
評
価
は
い
つ
頃
か
ら
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
貞
慶
の
著
作
の
中
で
良
算
が
登
場
す
る
も
っ
と

も
早
い
も
の
は
『
論
題
一
巻
尋
思
通
要
』
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
尋
思
鈔
』

の
成
立
背
景
と
と
も
に
良
算
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

貞
慶
撰
『
論
第
一
巻
尋
思
通
要
』
奥
書

去
ル

建
久
八
年
〈
丁
巳
〉
閏
六
月
廿
八
日
、
就

テ二

唯
識
論
一

聊
カ

企
ツ二

愚

抄
ヲ一

。
本

ヨ
リ

無
シ二

微
功
一

。
随

テ

又
タ

廃
亡

シ

、
漸

ク

送
ル二

四
年

ヲ一

。
無
二カ

ラ
ン

何
ソ

懈

怠
一

。
但

シ

同
門
良
公
、
常

ニ

登
臨
之
間
、
粗

ク

示
シ二

予
ノ

愚
ヲ一

、
悉

ク

令
ムレ

抄
セ二

本

書
ノ

大
意

ヲ一

。
〈
摩
尼
抄
一
部
三
十
二
巻
〉
去

ル

冬
之
末

ヨ
リ

今
春
之
始

ノ

五
十

余
日
、
与
二

両
三
人
一

談
シ二

巻
々

ノ

大
事

ヲ一

、
馳

セレ

筆
ヲ

、
記

シ二

七
十
余
条

ヲ一

了
ヌ

。

自
リ二

六
月
一
日
一

至
ル二

九
月
上
旬

ニ一

首
尾
百
日
許

リ

、
重

テ

継
ク二

先
度

ノ

余
残

ヲ一

。

（
中
略
）

時
ニ

建
仁
元
年
〈
辛
酉
〉
秋
九
月
十
一
日
、
於

テ二

笠
置
山
般
若
台

ノ

草
菴

ニ一

記
スレ

之
ヲ

。
沙
門
貞
慶

＊７

と
あ
り
、
『
尋
思
鈔
』
は
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
閏
六
月
二
十
八
日
に
そ
の
制

作
が
企
図
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
四
年
が
経
つ
間
に
良
算
が
貞
慶
の
下
を
頻
繁
に
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、
良
算
に
『
尋
思
鈔
』
の
元
と
な
る
『
摩
尼
抄
』
を
作
成
さ
せ
た

と
あ
る
。
そ
の
上
で
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
末
か
ら
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）

の
九
月
に
か
け
て
の
談
義
を
経
て
、
笠
置
寺
の
般
若
台
に
お
い
て
『
尋
思
鈔
』
が
撰

述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
良
算
の
『
摩
尼
抄
』
は
現
在
せ
ず
、
そ
の
内
容

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

＊８

し
か
し
、
貞
慶
が
「
粗
く
予
の
愚
を
示
し

本
抄
の
大
意
を
抄
せ
令
む
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
摩
尼
抄
』
は
『
尋
思
鈔
』

の
内
容
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
『
尋
思
鈔
』
の
下
書
き
に
あ
た

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
『
尋
思
鈔
』
の
成
立
背
景
を
見
る

と
き
、
貞
慶
の
述
作
活
動
に
お
け
る
良
算
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
高
さ
を
う
か
が
い
知

る
事
が
出
来
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
『
尋
思
鈔
』
の
制
作
が
企
図
さ
れ
た
建

久
八
年
（
一
一
九
七
）
閏
六
月
二
十
八
日
か
ら
、
実
際
に
成
立
を
見
た
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
九
月
十
一
日
を
便
宜
的
に
「
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
」

と
呼
び
、
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、
貞
慶
が
「
同
門
良
公
（
良
算
）
、
常
に
登
臨
の
間
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
貞
慶
に
と
っ
て
良
算
は
同
門
の
弟
子
で
あ
り
、
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制

作
期
間
中
に
密
接
な
関
係
と
な
り
、
『
尋
思
鈔
』
の
下
書
き
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
に
重

要
な
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＊９

こ
の
期
間
に
良
算
と
貞
慶
が
密

接
な
関
係
を
有
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
貞
慶
側
の
資
料
の
み
な
ら
ず
、
良
算
の
短
釈
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に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
良
算
の
法
相
論
義
短
釈
で
あ

る
『
所
立
宗
因
比
量
』
の
奥
書
に
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

良
算
『
所
立
宗
因
比
量
』
奥
書

当
時

ノ

愚
推

ナ
リ

。
如

クレ

是
ク
ノ

広
ク

臨
二ミ

テ

諸
ノ

比
量

ノ

因
ニ一

可
シ三

案

－

二

立
ス

此
義

ヲ一

。

随
テ二

管
見

ノ

所
ニ一

レ

及
フ

一
旦
案
立

シ

了
ヌ

。
若

シ

無
レク

ハ

所
レ

背
ク

者
、
以

テ

為
二サ

ン

一

義
ト一

矣
。

于
時
建
久
八
年
正
月
晦
日
記

スレ

之
ヲ

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

沙
門
良
算

同
十
年
二
月
廿
八
日
於

テ二

笠
置
山

ニ一

此
ノ

題
ノ

精
談
之
時
、
申

シ二

此
ノ

愚
案

ヲ一

了
ヌ

。

師
匠
上
人

ハ

甚
タ

以
テ

感
歎

ス

。
然

ル
ニ

深
ク

学
ヒ二

所
不
摂
之
義

ヲ一

、
弥
可
レシ

ト

成
ス二

此

義
ヲ一

〈
云
々
〉
彼

ノ

所
不
摂
之
義

ハ

、
勝
軍
比
量

ノ

沙
汰
之
時
抄

スレ

之
ヲ

。
可

シレ

見
ル

。
依

テレ

為
二ル

ニ

愚
身
之
勝
事

ト一

、
後
日
加

ヘ
テ

記
スレ

之
ヲ

耳
＊10

と
。
こ
こ
で
は
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
正
月
に
良
算
が
『
所
立
宗
因
比
量
』
に

つ
い
て
「
愚
推
」
（
私
見
）
を
立
て
、
誤
り
が
無
け
れ
ば
一
義
と
し
た
い
と
い
う
旨

が
、
ま
ず
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
二
年
後
の
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
の
奥

書
が
新
た
に
付
さ
れ
、
建
久
十
年
二
月
二
十
八
日
に
「
所
立
宗
因
比
量
」
に
つ
い
て

精
し
い
談
義
が
行
わ
れ
た
際
に
貞
慶
に
そ
の
「
愚
推
」
（
私
見
）
を
申
し
述
べ
た
と

こ
ろ
「
甚
だ
感
歎
」
さ
れ
、
「
此
の
義
を
成
じ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
と
あ

る
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
は
建
久
八
年
の
閏
六
月
に
そ
の
制

作
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
良
算
が
『
所
立
宗
因
比
量
』
の
「
愚
推
」

（
私
見
）
を
立
て
た
建
久
八
年
正
月
は
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
よ
り
前

と
な
る
。
し
か
し
、
二
年
後
の
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
あ
た
る
建
久

十
年
二
月
ま
で
に
は
、
良
算
は
般
若
台
に
い
る
貞
慶
の
も
と
で
「
愚
推
」
（
私
見
）

を
申
し
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
の
立
場
に
な
っ
て
お
り
、
密
接
な
関
係
を
有
す

る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
良
算
と
貞
慶
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
時
期
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

ま
た
、
良
算
撰
『
所
立
宗
因
比
量
』
で
注
目
し
た
い
点
は
、
良
算
の
前
も
っ
て
有

し
て
い
た
「
愚
推
」
（
私
見
）
が
貞
慶
と
の
「
精
し
い
談
義
」
の
中
で
高
い
評
価
を

得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
精
し
い
談
義
」
が
行
な
わ
れ
た
建
久
十
年
は

『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
尋
思
鈔
』
に

こ
の
論
義
テ
ー
マ
が
見
ら
れ
る
か
否
か
を
確
認
し
た
い
。
そ
も
そ
も
、
良
算
撰
『
所

立
宗
因
比
量
』
は
良
算
編
纂
の
『
同
学
鈔
』
で
は
『
論
第
五
巻
同
学
鈔
』
第
一
に
収

め
ら
れ
て
い
る
論
義
「
所
立
宗
因
」
に
相
当
す
る
。
一
方
、
『
論
第
五
巻
尋
思
通

要
』
に
は
論
義
名
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
「
所
立
宗
因
」
と
見
ら
れ
る
論

義
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
『
論
第
五
巻
尋
思
通
要
』
に

見
ら
れ
る
論
義
が
「
所
立
宗
因
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
論
第

五
巻
同
学
鈔
』
第
一
「
所
立
宗
因
」
と
『
論
第
五
巻
尋
思
通
要
』
と
を
比
較
し
て
み

る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
論
第
五
巻
同
学
鈔
』
第
一
「
所
立
宗
因
」
　

貞
慶
『
論
第
五
巻
尋
思
通
要
』

問
。
疏
中
釈
所
立
宗
因
便
倶
有
失
之

文
云
。
若
以
六
識
摂
故
之
因
。
成
後

宗
者
。
便
有
自
法
自
相
相
違
。
決
定

相
違
過
失
〈
云
云
〉
出
相
違
因
及
相

違
決
定
二
過
歟
。
将
唯
出
相
違
決
定

過
歟
。

両
方
。
（
中
略
）
次
又
因
有
自
法
自

相
相
違
者
出
惣
宗
惣
因
量
法
自
相

也
。
是
先
徳
釈
。
〈
枢
要
有
記
。

枢
要
断
簡
。
更
有
別
義
。
如
尋
思

抄
。
〉

問
。
疏
中
釈
所
立
宗
因
便
倶
有
失
文

云
。
若
以
六
識
摂
故
也
因
成
後
宗
者
。

便
有
自
法
自
相
相
違
。
決
定
相
違
過
失

〈
云
云
〉
。
尓
者
今
此
文
為
出
相
違
因

及
相
違
決
定
二
失
。
将
如
何
。

両
方
。

（
中
略
）

問
。
枢
要
中
。
釈
所
立
宗
因
便
倶
有
失

之
文
。
云
因
有
法
自
相
相
違
過
。
以
聖

道
等
意
識
。
為
同
喩
。
令
違
本
量
宗
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問又
方

。
枢
要
中
。
釈
所
立
宗
因
便
倶
有

失
之
文
。
因
有
法
自
相
相
違
過
。
以

聖
道
等
意
識
。
為
同
喩
。
令
違
本
量

宗
故
〈
云
云
〉
爾
者
法
自
相
相
違

過
。
六
識
摂
故
云
総
因
付
之
歟
。
為

除
三
位
六
識
摂
故
云
因
付
之
歟
。
　

答
。
総
因
過
也
。

（
中
略
）

問又
方

。
大
乗
師
対
小
乗
者
。
立
量
云
。

除
聖
道
無
学
意
識
。
余
意
識
。
応
有

倶
生
増
上
別
依
。
除
三
位
六
識
摂

故
。
猶
如
五
識
〈
云
云
〉
爾
者
以
聖

道
等
意
識
為
同
喩
。
可
付
云
相
違
決

定
過
耶
。

爾
也
。
（
中
略
）
〈
此
後
義
。
尚

尚
可
沙
汰
之
。
更
有
愚
推
。
如
別

記
。
〉

＊11

『
同
学
鈔
』
と
『
尋
思
鈔
』
に
は
、
い
ず
れ
に
も
三
類
の
論
義
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
『
同
学
鈔
』
と
『
尋
思
鈔
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
傍
線
部
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
多
少
の
字
句
の
出
入
は
あ
る
も
の
の
同
一
内
容
の
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
両
書
と
も
に
蔵
俊
の
『
菩
提
院
抄
』
を
「
規

模
」
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
『
同
学
鈔
』
の
第
一
問
答
の

割
注
に
「
更
に
別
義
有
り
。
尋
思
抄
の
如
し
」
と
い
い
、
ま
た
第
三
問
答
の
割
注
に

「
更
に
愚
推
あ
り
。
別
に
記
す
が
如
し
」
と
補
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
者
は

『
尋
思
鈔
』
に
論
義
テ
ー
マ
「
所
立
宗
因
」
の
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
『
同
学
鈔
』

の
当
該
問
答
が
『
尋
思
鈔
』
成
立
以
降
に
著
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
り
、
後
者
は
良
算

に
論
義
テ
ー
マ
「
所
立
宗
因
」
に
関
す
る
「
愚
推
」
を
明
記
し
た
「
別
記
」
の
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
「
別
記
」
こ
そ
、
良
算
撰
『
所
立
宗
因
比
量
』
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

『
尋
思
鈔
』
に
お
け
る
貞
慶
の
見
解
に
良
算
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

は
、
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
『
尋
思
鈔
』
の
内
容
を
検
討
し
て
も
明
ら
か
で
は
な

か
っ
た
が
、
し
か
し
『
尋
思
鈔
』
に
も
論
義
テ
ー
マ
「
所
立
宗
因
」
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
れ
に
良
算
撰
『
所
立
宗
因
比
量
』
の
奥
書
の
内
容
を
加

味
す
る
と
、
論
義
テ
ー
マ
「
所
立
宗
因
」
を
重
視
し
て
い
た
良
算
の
見
解
が
採
択
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
今
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
良
算
の
「
愚
推
」
（
私
見
）
が
貞
慶
に
高

く
評
価
さ
れ
称
賛
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
良
算
撰
『
所
立

宗
因
比
量
』
の
み
な
ら
ず
、
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
撰
述
さ
れ
た
良

算
の
他
の
短
釈
に
よ
っ
て
も
確
認
出
来
る
。
こ
の
時
期
に
残
さ
れ
た
良
算
の
短
釈
は

『
所
立
宗
因
比
量
』
以
外
で
は
、
『
般
若
台
談
抄
』
の
「
摂
在
一
刹
那
」
、
『
転
識

頼
耶
〈
良
算
〉
』
、
『
愚
草
』
の
「
貪
無
漏
縁
」
、
『
望
余
信
等
』
、
『
実
是
法

執
』
の
五
つ
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、

良
算
『
般
若
台
談
抄
』
「
摂
在
一
刹
那
」

　
　

建
久
九
年
四
月
十
八
日
。
於

テ二

笠
置
山
般
若

ニ一

台
相
伝

シ

了
ヌ

。

　
　
　

同
月
廿
五
日
酉

ノ

剋
ニ

記
スレ

之
ヲ

。
　

良
算

＊13

『
転
識
頼
耶
〈
良
算
〉
』

建
久
九
年
七
月
下
旬
之
比
。
於

テ二

笠
置
寺

ニ一

、
学

フ二

第
二
巻

ノ

大
事

ノ

数
帖

ヲ一

之

内
、
廿
七
八
両
日

ノ

転
識
頼
耶
因
縁

ノ

御
精
談

ハ

如
シレ

此
ノ

〈
云
々
〉
備
二ヘ

テ

彼
ノ

末
座

ニ一

粗
ク

聞
ク二

此
ノ

深
旨

ヲ一

。
其

ノ

後
ニ

重
ネ
テ

受
ケ二

口
伝

ヲ一

、
加

ヘ二

愚
案

ヲ一

記
シ
テ

而

故
。
〈
文
〉
爾
者
六
識
摂
故
惣
因
有
此

過
歟
。
為
当
除
三
位
六
識
摂
故
云
因
付

此
過
歟

答
。
惣
因
也
。

（
中
略
）

問
。
大
乗
師
対
小
乗
者
。
立
量
云
。
除

聖
道
無
学
意
識
。
余
意
識
、
応
有
倶
生

増
上
別
依
。
除
三
位
六
識
摂
故
。
猶
如

五
識
。
爾
者
於
此
量
以
聖
道
無
学
意
識

為
同
喩
。
可
付
云
相
違
決
定
過
耶
。

爾
也
。

＊12
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為
ス二

一
巻

ト一

。
由
二リ

テ

此
ノ

微
功

ニ一

、
必

ス

見
二エ

ン

慈
尊

ニ一

矣
。

　

同
十
月
十
六
日
抄

シ

畢
ヌ

。
　

末
学
釈
良
算

＊14

『
愚
草
』｢
貪
無
漏
縁｣

建
久
十
年
四
月
十
一
日
沙
汰

シ

了
ヌ

。
同
十
八
日

ノ

朝
ノ

般
若
台
談
義

ナ
リ

。
愚
僧

答
者

ニ
テ

申

－

二

述
ヘ

上
案

ヲ一

立
テ

了
ヌ

。
師
匠
御
意
趣

ノ

大
旨

ハ

同
シレ

之
ニ

。
其
上
、

有
リ二

所
レヨ

ト
ノ
レ

加
ヘ

仰
セ一

。
仍

テ

後
日
記

スレ

之
ヲ

。

同
月
廿
四
日
已
刻
抄

シ

了
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

沙
門
　

良
算

＊15

良
算
筆
『
望
余
信
等
』

＊16

師
匠

ノ

仰
セ
ニ

云
ク

、
此

ノ

義
ハ

尤
モ

可
シレ

然
ル

〈
云
々
〉
為

ンレ

悦
々
々
。

建
久
十
年
四
月
十
二
日
夕

ニ

沙
汰

シ

了
ヌ

同
十
六
日
般
若
台
談
義

ハ

重
ネ
テ

精
シ
ク

談
ス
ル
コ
ト

如
シレ

此
ノ

。
（
中
略
）

同
廿
日
午

ノ

剋
許

リ

抄
スレ

之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

沙
門
釈
良
算

＊17

良
算
筆
『
実
是
法
執
』

＊18

建
久
十
年
春

ノ

比
、
無
比

ノ

沙
汰

ノ

物
解
也
。
自
レリ

ノ

昔
御
所
存

ナ
リ

〈
云
々
〉

不
レレ

ハ

及
ハ二

子
細

ニ一

、
今
度
、
聞
二カ

ム

此
ノ

未
曽
有

ノ

義
ヲ一

。

正
治
二
年
五
月
十
一
日
朝
、
馳

セレ

筆
ヲ

了
ヌ

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
良
算

＊19

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
『
般
若
台
談
抄
』
の
「
摂
在
一
刹

那
」
は
「
笠
置
山
般
若
台
」
で
の
相
伝
、
『
実
是
法
執
』
は
「
昔
よ
り
の
御
所
存
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
短
釈
は
算
の
私
見
が
高
い
評
価
を
得
て
い
た
か
は
不
明
な

も
の
の
、
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
の
も
と
に
残
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
良
い
。
ま

た
、
そ
の
他
の
『
転
識
頼
耶
〈
良
算
〉
』
、
『
愚
草
』
の
「
貪
無
漏
縁
」
、
『
望
余

信
等
』
に
つ
い
て
は
、
良
算
の
私
見
へ
の
高
い
評
価
が
窺
え
る
。

　

ま
ず
『
転
識
頼
耶
〈
良
算
〉
』
で
あ
る
が
、
こ
の
書
は
笠
置
寺
で
『
成
唯
識
論
』

第
二
巻
に
つ
い
て
学
問
を
し
て
い
た
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
の
七
月
二
十
七
日
と

二
十
八
日
に
貞
慶
の
「
御
精
談
」
に
あ
ず
か
る
機
会
を
得
、
そ
の
後
に
貞
慶
か
ら
重

ね
て
口
伝
を
受
け
、
そ
れ
に
基
づ
き
良
算
の
私
見
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
貞
慶
の

「
御
精
談
」
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
口
伝
ま
で
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て

も
、
貞
慶
の
良
算
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、

『
愚
草
』
「
貪
無
漏
縁
」
と
『
望
余
信
等
』
で
は
、
よ
り
直
接
的
な
表
現
に
な
っ
て

い
く
。
す
な
わ
ち
、
『
愚
草
』
の
「
貪
無
漏
縁
」
で
は
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
に

般
若
台
で
行
な
わ
れ
た
談
義
に
お
い
て
良
算
の
立
て
た
私
見
が
貞
慶
の
も
の
と
「
大

旨
同
じ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
『
望
余
信
等
』
で
は
般
若
台
で
の

談
義
に
お
い
て
貞
慶
が
良
算
の
私
見
を
「
尤
も
し
か
る
べ
し
」
と
認
め
た
こ
と
ま
で

明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
に
挙
げ
た
良
算
撰
述
の
『
般
若
台
談
抄
』

「
摂
在
一
刹
那
」
・
『
転
識
頼
耶
〈
良
算
〉
』
・
『
愚
草
』
「
貪
無
漏
縁
」
・
『
望

余
信
等
』
・
『
実
是
法
執
』
の
成
立
年
代
は
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
か
ら
正
治
二

年
（
一
二
〇
〇
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
が
『
所
立
宗
因
比
量
』
と
同
様
に
『
尋
思

鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
成
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
論
義
テ
ー
マ
「
摂
在

一
刹
那
」
・
「
転
識
頼
耶
」
・
「
貪
無
漏
縁
」
・
「
望
余
信
等
」
・
「
実
是
法
執
」

も
ま
た
、
論
義
テ
ー
マ
「
所
立
宗
因
」
と
同
様
に
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
に
そ
の
論
題

が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊20

　

以
上
の
よ
う
に
、
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
お
け
る
、
良
算
の
述
作

活
動
を
『
般
若
台
談
抄
』
「
摂
在
一
刹
那
」
・
『
所
立
宗
因
比
量
』
・
『
転
識
頼
耶

〈
良
算
〉
』
・
『
愚
草
』
「
貪
無
漏
縁
」
・
『
望
余
信
等
』
・
『
実
是
法
執
』
の
六

篇
を
通
し
て
確
認
し
た
が
、
い
ず
れ
の
短
釈
も
良
算
と
の
密
接
な
関
係
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
内
四
つ
の
短
釈
は
笠
置
山
（
般
若
台
）
で
の
談
義

に
基
づ
い
て
著
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
良
算
の
私
見
は
貞
慶
と
の
談
義
に
お
け
る

称
讃
や
許
可
を
受
け
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

05西山良慶－縦.indd   5805西山良慶－縦.indd   58 2020/06/26   15:44:202020/06/26   15:44:20



法相論義抄：良算撰『愚草』についての一考察59

わ
ち
、
良
算
の
述
作
活
動
は
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
お
い
て
は
『
尋

思
鈔
』
と
の
関
連
を
有
し
つ
つ
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
内
容
も
貞
慶
か
ら
高

い
評
価
を
得
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

三
．
貞
慶
撰
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
成
立
期
に
お
け
る
良
算
の
短
釈

　

前
項
で
は
、
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
及
び
制
作
期
間
に
お
け
る
良
算
の
諸
短
釈
が
貞

慶
と
密
接
な
関
係
を
有
し
つ
つ
著
さ
れ
、
な
お
か
つ
良
算
の
学
識
が
貞
慶
に
よ
っ
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
実
は
同
様
の
こ
と
が
貞
慶
の
『
明
本

抄
』
・
『
明
要
抄
』
の
成
立
時
期
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
『
明
本
抄
日

記
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

貞
慶
『
明
本
抄
日
記
』

各
ノ

御
現
存
之
間

ハ

都
テ

勿
レ三

増
シ
テ

成
二ス

ル

二
本

ヲ一

。
将
来
付
属
之
人

ハ

偏
ニ

可
シレ

簡
フ二

法
器
心
性

ヲ一

。
若

シ

自
門
之
中

ニ

無
二ク

ハ

真
実
之
器
一

者
、
当
時

ノ

伝
授
三
人
之

内
ニ

随
テレ

宜
ニ

可
シレ

令
ム二

相
ヒ

譲
ラ一

。
此

ノ

書
ハ

良
算
院
既

ニ

書
写

シ

畢
。
抄
出
之
間

彼
ノ

功
ハ

莫
大
之
故
也
。
抑

モ

此
レ
ハ

遺
言
之
趣

ナ
リ

。
外
人
聞
レカ

ハ

之
ヲ

者
、
偏

処
ニ

慢
心

シ

、
或
処

ニ

法
慳

ス
ル

歟
。
全

ク

非
ス二

其
ノ

義
ハ

尋
思
抄

ノ

事
ニ一

。
付

ケレ

惜
ス
ニ

付
ケレ

与
フ
ニ

、
其

ノ

懼
レ

非
スレ

一
ニ

。
仍

テ

世
間

ハ

只
タ

以
テレ

不
レル

ヲ

知
ラ二

此
ノ

名
字

ヲ一

為
スレ

望
ト

。
然

ラ
ハ

者
各
御
自
筆

ニ
テ

可
シレ

令
ム二

書
写

セ一

。
病
及

テ二

急
切

ニ一

不
レル

コ
ト

能
ハ二

右
筆
一

之
状
、
如

シレ

件
ノ

。
＊21

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
『
明
本
抄
』
は
「
増
し
て
二
本
を
成
ず
る
勿
れ
」
「
将

来
付
属
の
人
は
偏
に
法
器
心
性
を
簡
ぶ
べ
し
」
等
と
あ
り
、
そ
の
所
有
や
相
伝
に
厳

し
い
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貞
慶
は
「
外
人
」
が
『
明

本
抄
』
の
存
在
を
知
っ
た
と
き
に
慢
心
や
法
慳
の
心
を
起
こ
す
こ
と
を
懸
念
し
、

『
明
本
抄
』
の
名
が
世
間
に
知
ら
れ
な
い
こ
と
を
望
み
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

『
明
本
抄
』
は
外
部
に
そ
の
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、

あ
る
種
の
秘
伝
の
書
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
良

算
は
貞
慶
に
「
抄
出
の
間
、
彼
の
功
は
莫
大
」
と
評
さ
れ
、
そ
の
成
立
に
大
き
な
貢

献
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
よ
り
既
に
『
明
本
抄
』
の
書
写
を
終
え
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
良
算
の
莫
大
な
功
績
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
『
明
要
抄
』

第
三
・
第
五
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、

貞
慶
『
明
要
抄
』
巻
第
三

已
上

ハ

算
公
之
所
レ

集
ム
ル

也
。
所
立
法

ノ

三
十
個

ノ

異
説

ハ

古
来
未
聞

ナ
リ

。
仍

テ

令
ム三

記

－

二
録

セ

之
ヲ一

。
此

ノ

内
多

ク

有
リ二

愚
案
一

。
彼
此

ノ

同
異

ハ

、
追

テ

可
シ三

糺

－

二

分
ス

之
ヲ一
＊22

貞
慶
『
明
要
抄
』
第
五
奥
書

今
年

ノ

秋
ノ

比
。
聊

カ

加
フ二

覆
審

ヲ一

。
老

ヒ
ト

眼
病

ノ

力
ト
ヲ
モ
テ

不
レ

堪
ヘ二

自
ラ

記
一ス

ニ

。

仍
テ

誂
二ヘ

テ

算
公
一ヲ

綴
二ラ

シ
ム

其
ノ

新
旧

ヲ一

。
合

セ
テ

十
八
巻

ト
ス

。
分

チ
テ

為
ス二

二
部

ト一

。

初
十
三
巻

ハ

号
ス二

明
本
鈔

ト一

。
相
承

ノ

本
義
、
先
後

ノ

愚
案
等

ノ

自
他

ノ

異
義
、
広

ク

記

－

二

録
ス

之
ヲ一

。
後

ノ

五
巻

ハ

者
、
名

ク二

明
要
抄

ト一

。
傍
論
、
別
推
、
同
法

ノ

潤
色

等
、
明
本
之
残
略
、
注

シ
テ

載
スレ

之
ヲ

。
遺
漏

ハ

尚
ホ

多
シ

。
何

ソ

足
二ラ

ン

後
悔

ニ一

。

于
時
建
暦
壬
申
歳
冬
十
一
月
一
日
。
於

テ二

海
住
山

ノ

老
宿
坊

ニ一

終
ヌ二

其
篇

ヲ一

矣

沙
門
釈
貞
慶

＊23

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
『
明
要
抄
』
第
三
で
は
、
良
算
の
集
め
た
所
立
法
に

つ
い
て
の
三
十
の
異
説
は
貞
慶
を
し
て
も｢

古
来
未
聞｣

で
あ
っ
た
た
め
、
良
算
に

記
録
さ
せ
た
と
あ
る
。
『
明
要
抄
』
第
五
で
は
、
建
暦
壬
申
歳
（
建
暦
二
年

：

一
二
一
二
）
の
秋
（
七
～
九
月
）
に
『
明
本
抄
』
と
『
明
要
抄
』
の
覆
審
を
加
え
た
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が
、
病
の
た
め
に
自
筆
が
か
な
わ
な
い
貞
慶
に
か
わ
っ
て
良
算
が
記
し
た
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
貞
慶
は
良
算
を
「
功
は
莫
大
な
り
」
と
評
し
た

と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
『
明
要
抄
』
第
五
に
よ
れ
ば
、
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
は
同
時
に

十
八
巻
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
を
十
三
巻
と
五
巻
と
に
分
け
、
前
者
を
『
明
本

抄
』
、
後
者
を
『
明
要
抄
』
と
し
た
と
あ
る
。
『
明
本
抄
』
は
相
承
の
義
や
異
義
を

記
録
し
た
も
の
で
、
『
明
要
抄
』
は
「
傍
論
」
「
別
推
」
「
同
法
の
潤
色
」
等
の

『
明
本
抄
』
で
は
書
き
漏
ら
し
た
事
々
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
『
明
要
抄
』
に
「
同
法
の
潤
色
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
良
算
は
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
『
明
本
抄
』
『
明
要
抄
』
の
成
立
期

に
お
い
て
も
貞
慶
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
同
法
の
潤

色
」
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
実
際
に
『
明
要
抄
』
を
見
て
み
る

と
「
算
院
」
や
「
算
公
」
と
し
て
良
算
が
登
場
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
明
要
抄
』

第
一
に
は
、

貞
慶
『
明
要
抄
』
巻
第
一

有
ル
カ

〈
算
院
〉
尋

ネ
テ

云
ク

。
局
通
対

ノ

自
性

ト

差
別

ト
ハ

者
、
宗
依

ナ
ル
カ

歟
、
宗

体
ナ
ル
カ

歟
。
（
中
略
）
〈
此

ノ

尋
ハ

太
タ

珍
ナ
リ

。
可

シレ

秘
ス

可
シレ

秘
ス

。
〉

＊24

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢

局
通
対｣

の
自
性
差
別
が
宗
依
か
宗
体
か
と
い
う
良
算
の
談

義
の
問
（
尋
云
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
貞
慶
は
そ
の
問
そ
の
も
の
を
大
変
珍
し
い

も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
確
か
に
、
『
因
明
鈔
』
や
『
左

府
抄
』
、
『
因
明
大
疏
抄
』
等
を
確
認
し
て
み
て
も
論
義
テ
ー
マ
「
局
通
対
」
の
中

で
宗
依
・
宗
体
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
は
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
『
明

要
抄
』
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
良
算
側
の
資
料
か
ら
も
確
認
し
て
み
る
と
、
良

算
の
「
局
通
対
」
に
つ
い
て
の
短
釈
三
篇
の
奥
書
に
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

良
算
筆
『
局
通
対
〈
三
伝
〉
』

建
暦
二
年
三
月
十
八
日
朝
、
此

ノ

義
沙
汰

シ

了
ヌ

。
＊25

良
算
筆
『
局
通
対
〈
第
三
度
〉
』

建
暦
三
年
記

スレ

之
ヲ

。

此
ノ

義
ハ

者
、
去
年
三
月
十
八
日
、
以

テ二

御
口
筆

ノ

大
旨

ヲ一

記
レシ

テ

之
ヲ

而
得

ル二

松
室

ノ

記
ノ

意
ヲ一

之
後
、
弥
叶

フ二

義
断

ノ

意
ニ一

。
＊26

良
算
筆
『
局
通
対
〈
宗
依
宗
体
〉
』

建改

元

久

元

年

仁
四
年
正
月
廿
五
日
夜
先
師

ノ

仰
セ
ニ
ハ

局
通
対

ノ

自
性
差
別

ハ

者
、
宗
体

ニ
シ
テ

而
唯
宗
依

ナ
リ
ト

〈
云
々
〉
其
夜

ノ

暁
ニ

引
ク

疏
ノ

上
巻

ヲ一

之
次

ニ

、
勘

－

二

得
シ

自
性

差
別

ハ

但
タ

是
レ

宗
依
之
尺

ヲ一

了
ヌ

。
次

ノ

朝
ニ

録
ス
ル

義
ヲ

云
テ

奉
ル二

方
々

ニ

愚
カ

問
ヒ一

。

先
師
上
人

ハ

大
ニ

有
リ二

珍
客
一

、
此
問

ハ

尤
モ

珍
ナ
リ
ト

。
〈
云
々
〉
即

チ

披
レキ

テ

疏
ヲ

可
シレ

取
ル二

初
尺

ヲ一

〈
云
々
〉
不
レレ

ハ

及
ハ二

委
談

ニ一

、
其
後

ニ

私
ニ

依
二リ

テ

明
詮

ノ

意
ニ一

成
シ二

初
尺

ヲ一

了
ヌ

（
中
略
）

建
暦
二
年
三
月
十
八
日
申

－

二

出
シ

此
ノ

愚
推

ヲ一

了
ヌ

。
先
師

ノ

有
リ二

御
許
可
一

。
仍

テ

記
スレ

之
ヲ

。
具

ニ
ハ

如
シ二

上
記

ノ一

。
＊27

と
。
こ
の
内
の
『
局
通
対
〈
三
伝
〉
』
で
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
三
月
十
八

日
の
朝
に
「
局
通
対
」
に
つ
い
て
の
沙
汰
が
あ
っ
た
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
『
局
通
対
〈
第
三
度
〉
』
に
な
る
と
「
御
口
筆
」
と
あ
り
、
良
算
が
貞
慶
口
述

の
大
旨
を
記
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
局
通
対
〈
宗
依
宗
体
〉
』
に

な
る
と
、
良
算
が
「
愚
推
」
（
私
見
）
を
述
べ
、
貞
慶
の
許
可
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
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り
記
し
た
と
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
は
、
『
明
要
抄
』
第
一
の
「
算
院
」
の
問
（
尋

云
）
の
も
の
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
局
通
対
と
宗
依
・
宗
体
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
る
中
、
貞
慶
は
「
此
の
問
は
尤
も
珍
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
に
見

ら
れ
る
「
此
の
愚
推
」
と
は
、
建
仁
四
年
（
一
二
〇
四
）
の
奥
書
に
「
委
談
に
及
ば

ざ
れ
ば
、
其
の
後
に
明
詮
の
意
に
依
り
て
初
尺
を
成
じ
了
ぬ
」
と
あ
り
、
貞
慶
と
の

談
義
が
詳
細
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
良
算
が
明
詮
の
意
に
よ
っ
て
「
私
」
に

立
て
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
短
釈
は

『
明
本
抄
』
『
明
要
抄
』
が
記
さ
れ
た
年
で
あ
る
建
暦
二
年
の
三
月
十
八
日
の
出
来

事
を
記
録
し
て
お
り
、
「
局
通
対
」
に
つ
い
て
広
範
な
内
容
の
論
義
が
行
わ
れ
て
い

た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
『
局
通
対
〈
宗
依
宗
体
〉
』
で
は
す
な
わ
ち
、
良
算
の
問

が
貞
慶
の
著
作
に
採
用
さ
れ
る
と
共
に
貞
慶
と
の
談
義
を
経
て
良
算
の
短
釈
が
著
さ

れ
る
と
い
う
双
方
向
的
影
響
関
係
に
あ
っ
た
と
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

先
に
挙
げ
た
『
明
要
抄
』
第
五
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
『
明
本
抄
』
『
明
要
抄
』
が

成
立
し
た
の
は
建
暦
二
年
の
十
一
月
で
あ
り
、
そ
れ
に
至
る
「
秋
の
比
」
に
覆
審
が

行
わ
れ
た
と
あ
る
。
一
方
で
、
『
明
本
抄
』
の
奥
書
に
は
、

『
明
本
抄
』
巻
第
十
三
奥
書

因
明
之
事
本

ヨ
リ

無
ク二

其
ノ

功
一

、
随

テ

又
タ

廃
忘

ス

。
今
年

ノ

春
秋
之
間

ニ

聊
カ

加
フ二

覆
審

ヲ一

。
或

ハ

拾
ヒ二

往
日

ノ

遺
草

ヲ一

、
或

ハ

有
リ二

当
時

ノ

潤
色
一

。
至
二リ

テ

十
一
月
一

日
ニ一

如
クレ

形
ノ

終
篇

ス

。
（
中
略
）
建
暦
二
年
十
二
月
二
十
三
日
　

貞
慶
記
之

＊28

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
『
明
要
抄
』
巻
第
五
の
奥
書
に
見
ら
れ
る
秋
の
比
（
七
～
九

月
）
よ
り
も
長
期
間
に
渡
っ
て
覆
審
等
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
建
暦
二
年
の
春
秋
の
間
（
一
～
九
月
）
に
「
覆
審
」
や
「
遺
草
の
収

拾
」
「
当
時
の
潤
色
」
が
加
え
ら
れ
た
と
あ
り
、
十
一
月
一
日
に
至
っ
て
出
来
上

が
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
の
『
明
要
抄
』
第
五
の
奥
書
と
今
の
『
明
本
抄
』
の

奥
書
を
総
合
す
れ
ば
、
建
暦
二
年
の
春
秋
の
間
に
『
明
本
抄
』
『
明
要
抄
』
全
体
に

わ
た
る
覆
審
等
が
行
わ
れ
、
特
に
後
半
に
あ
た
る
『
明
要
抄
』
に
つ
い
て
は
「
秋
の

比
」
に
集
中
し
て
「
覆
審
」
が
行
わ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
、
良
算
撰
述
の
「
局
通
対
」
に
関
す
る
三
短
釈
の
成
立
時
期
と
合
致
す
る
こ

と
に
な
る
。
実
際
に
、
『
局
通
対
〈
宗
依
宗
体
〉
』
と
『
明
要
抄
』
第
一
に
は
共
通

す
る
部
分
の
見
ら
れ
た
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
良

算
撰
述
の
「
局
通
対
」
に
関
す
る
三
短
釈
は
、
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
の
準
備

段
階
に
関
連
し
て
良
算
が
著
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
も
良
算
が
貞
慶
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
貞
慶
と
双
方
向
的
影
響

関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
様
の
こ
と
が
論
義
テ
ー
マ
「
因
喩
之
法
不
応
分
別
」
に
お
い
て
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
明
要
抄
』
第
二
「
因
喩
之
法
不
応
分
別

事
」
と
良
算
の
短
釈
『
因
喩
之
法
不
応
分
別
』
に
は
、

貞
慶
『
明
要
抄
』
「
因
喩
之
法
不
応
分
別
事
」

此
ノ

義
ハ

同
法

ノ

算
公
之
所
案
也
。
微
妙
微
妙
。
誠

ニ

得
ル二

清
水

ノ

御
本
意

ヲ一

。
愚

老
永

ク

帰
シ二

此
伝

ニ一

了
ヌ

。
＊29

良
算
『
因
喩
之
法
不
応
分
別
』

建
暦
二
年
八
月
十
三
日
朝
、
案

シ

二
此
義

ヲ一

申
ス
。
先
師
上
人
之
処

ニレ

仰
セ
ノ

云
ク

、
此

ノ

義
ハ

厳
妙
也
。
誠

ニ

得
ル二

解
釈

ノ

本
旨

ヲ一

〈
云
々
〉
仍

テ

同
三
年
二
月

十
九
日
記

スレ

之
ヲ

。
＊30

と
あ
る
。
貞
慶
の
『
明
要
抄
』
「
因
喩
之
法
不
応
分
別
事
」
で
は
「
算
公
」
の
所
案

が
微
妙
で
あ
る
と
し
て
良
算
の
説
を
称
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
良
算
の
短
釈
『
因

喩
之
法
不
応
分
別
』
に
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
八
月
に
良
算
が
先
師
上
人
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（
貞
慶
）
に｢

此
の
義｣

を
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
「
此
の
義
は
厳
妙
な
り
。
誠
に
解
釈

の
本
旨
を
得
る
」
と
評
さ
れ
た
た
め
に
翌
年
こ
れ
を
記
し
た
旨
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
事
は
『
明
要
抄
』
の
記
述
と
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。
建
暦
二
年
八
月
と
い
え

ば
、
ち
ょ
う
ど
『
明
要
抄
』
の
奥
書
に
あ
る
「
覆
審
が
行
わ
れ
て
い
た
秋
の
比
」
で

あ
り
、
良
算
が
貞
慶
に
「
此
の
義
を
案
じ
申
」
し
た
の
も
こ
の
「
覆
審
」
と
関
わ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
良
算
の
述
作
活
動
が
貞

慶
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貞
慶
が
「
愚
老
永
く
此

の
伝
に
帰
し
了
ぬ
」
と
い
っ
て
清
水
の
清
範
の
本
意
（
伝
）
を
も
っ
て
立
て
た
良
算

の
案
を
高
く
評
価
し
採
用
し
た
こ
と
で
、
こ
こ
で
も
良
算
と
貞
慶
と
の
双
方
向
的
影

響
関
係
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
良
算
と
貞
慶
と
の
双
方
向
的
影
響
関
係
は
貞
慶
撰
『
明
本

抄
』
・
『
明
要
抄
』
成
立
時
期
に
お
け
る
良
算
の
諸
短
釈
と
の
関
係
に
お
い
て
も
明

確
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
両
者
の
相
互
関
係
の
中
で
日
本
中
世
の
唯
識
研
鑽
は

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

四
．
良
算
撰
『
愚
草
』
述
作
期
間
と
そ
の
特
徴

　

前
節
ま
で
に
良
算
の
諸
短
釈
と
貞
慶
の
著
作
を
確
認
す
る
こ
と
で
良
算
の
述
作
活

動
が
貞
慶
お
よ
び
そ
の
著
作
と
密
接
な
関
係
を
有
し
つ
つ
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
そ
れ
で
は
良
算
の
『
愚
草
』
は
い
つ
頃
に
成
立
し
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す

る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
『
愚
草
』
全
体
の
奥
書
に
あ
た
る
も

の
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
制
作
意
図
や
成
立
年
代
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
現
存
す
る
『
愚
草
』
の
中
に
は
記
さ
れ
た
年
代
が
明
ら
か
な
も
の
が
少
な
い

な
が
ら
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
、
最
も
時
代
の
遡
る
も
の
と
し
て
は
『
愚
草
』

｢

帰
命
大
智
海｣

が
、
最
も
時
代
の
下
る
も
の
と
し
て
は
『
愚
草
』｢

護
法
教
体｣

が
そ

れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
愚
草
』｢

帰
命
大
智
海｣

    

文
治
五
年
十
一
月
廿
三
日
記

スレ

之
ヲ

。
・

ノ

字
ノ

翻
訳
之
本

ハ

、
可

シレ

勘
ス二

人
師

ノ

尺
ヲ一

。
＊31

『
愚
草
』｢

護
法
教
体｣

    

建
保
五
年
七
月
二
十
七
日
記

スレ

之
ヲ

。
＊32

と
あ
り
、
『
愚
草
』｢

帰
命
大
智
海｣

は
文
治
五
年
（
一
一
九
〇
）
に
、
『
愚
草
』

｢

護
法
教
体｣

は
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
『
愚
草
』
は
少
な
く
と
も
約
二
十
七
年
間
も
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
か
け
記
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
、

思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
良
算
の
代
表
的
編
書
で
あ
る
『
同
学
鈔
』
で
あ
る
。
『
同
学

鈔
』
の
良
算
の
奥
書
で
最
も
古
い
も
の
と
最
も
新
し
い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
『
論
第
七

巻
同
学
鈔
』
第
五
の
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
五
月

＊33

と
『
論
第
三
巻
同
学
鈔
』
第

七
の
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
五
月

＊34

で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
少
な
く
と
も
二
十
三
年

と
い
う
時
間
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
『
同
学
鈔
』
の
奥
書
と
成
立
年
が
明
ら

か
な
『
愚
草
』
の
論
義
テ
ー
マ
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〔
『
同
学
鈔
』
奥
書
〕
　
　

〔
『
愚
草
』
論
義
テ
ー
マ
〕
　
　

〔
撰
述
年
代
〕

 

帰
命
大
智
海 

文
治
五
年
（
一
一
九
〇
）
十
一
月

    

論
第
七
巻
同
学
鈔
第
五 

 

建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
　

五
月

　

論
第
三
巻
同
学
鈔
第
一 

 

建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
　

六
月

　

論
第
一
巻
同
学
鈔
第
二 

 

建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
　

正
月

　

論
第
一
巻
同
学
鈔
第
四 

 

建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
　

四
月

　

論
第
七
巻
同
学
鈔
第
一 

 

建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
　

七
月

 

転
識
頼
耶 

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
　

八
月
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貪
無
漏
縁 

建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
　

四
月

　

論
第
十
巻
同
学
鈔
第
五 

 

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
十
一
月

 

相
違
因
草 

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
　

三
月

 

有
法
自
相
所
立
法 

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
　

五
月

 

証
果
廻
心 

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
潤
七
月

 

有
漏
一
識
因 

承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
　

正
月

　

論
第
四
巻
同
学
鈔
第
二 

 

建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
　

四
月

　

論
第
五
巻
同
学
鈔
第
五 

 

建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
　

八
月

　

論
第
八
巻
同
学
鈔
第
五 

 

建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
　

五
月

 

唯
識
比
量 

建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
　

十
月

 

雑
乱
体
名
色
支 

建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
　

三
月

　

論
第
三
巻
同
学
鈔
第
五 

 
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
　

四
月

　

論
第
三
巻
同
学
鈔
第
七 

 
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
　

五
月

 

護
法
教
体 

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
　

七
月

こ
の
よ
う
に
良
算
に
は
長
い
時
間
を
か
け
『
同
学
鈔
』
を
編
集
し
た
事
実
が
あ
り
、

一
方
の
『
愚
草
』
も
ま
た
上
限
・
下
限
と
も
に
『
同
学
鈔
』
の
編
集
期
間
と
ほ
ぼ
重

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
愚
草
』
は
『
同
学
鈔
』
と
並
行
す
る
形
で

同
程
度
の
時
期
・
期
間
に
わ
た
っ
て
段
階
的
に
撰
述
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
『
同
学
鈔
』
は
蔵
俊
教
学
を
規
模
と
し
て

初
学
者
・
同
学
者
の
た
め
に
実
際
に
あ
っ
た
問
答
・
談
義
の
問
答
・
私
見
を
お
さ
め

た
一
種
の
テ
キ
ス
ト
ノ
ー
ト
で
あ
る
た
め
、
良
算
自
身
の
見
解
（
「
愚
推
」
・
「
愚

案
」
・
「
別
義
」
等
）
が
『
同
学
鈔
』
と
決
定
的
に
相
違
す
る
場
合
は
「
別
紙
」
に

譲
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

＊35

こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
良
算
の
諸
短
釈
や
『
愚
草
』
は
こ
の
「
別
紙
」
に
譲
ら
れ
た
良
算
の
私
見
は
も

ち
ろ
ん
、
『
同
学
鈔
』
と
同
様
の
見
解
を
有
す
る
も
の
を
も
含
ん
だ
よ
り
高
度
な
内

容
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
『
愚
草
』
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
書
物
で
あ
っ
た
の
か
。
良
算
の
諸

短
釈
が
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
き
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
て
き

た
通
り
だ
が
、
『
愚
草
』
の
中
に
も
同
様
の
性
格
を
有
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

『
愚
草
』｢

転
識
頼
耶｣

建
久
九
年
七
月
下
旬
之
比
、
於

テ二

笠
置
山

ノ

般
若
院

ニ一

学
二ス

ル

第
二
巻

ヲ一

之
中
、
廿

七
日

ト

廿
八
日

ト
ノ

両
日
之
間
、
転
識
頼
耶
因
縁

ノ

御
精
談

ナ
リ

。
愚
僧
陪

シ二

其
ノ

末

座
ニ一

。
粗

ク

以
テ

奉
伝

シ

畢
ヌ

。
此
義

ノ

大
綱

ハ

依
二リ

テ

口
伝

ノ

旨
ニ一

記
スレ

之
ヲ

。
其

ノ

上
ニ

或
ハ

加
ヘ二

愚
推

ヲ一

、
或

ハ

副
二ヘ

テ

余
ノ

義
ヲ一

抄
シ
テ

為
ス二

一
巻

ト一

。
願

ク
ハ

以
テ二

此
ノ

因
縁

ヲ一

、

開
二カ

ン

当
来

ノ

慧
眼

ヲ一

。
　
　

于
時

ニ

同
年
八
月
十
六
日
抄

シ

了
ヌ

。
沙
門
良
算
。

＊36

『
愚
草
』｢

唯
識
比
量｣

此
ノ

事
ノ

大
旨

ハ

先
師
上
人

ノ

御
案
也
。
其

ノ

中
内
明
中

ノ

比
量

ノ

過
ノ

相
ノ

異
二ル

ハ

理

門
正
理

ニ一

者
、
菩
提
院

ノ

正
シ
キ

御
口
伝
也
。
以

テレ

之
ヲ

、
為

ス二

今
ノ

潤
色

ト一

事
、
是
レ

愚
案
也
。
先
年

ノ

因
明

ノ

沙
汰
之
時
、
申

－

出
ス

之
処
、
有

リ二

御
感
談
一

。
仍

テ

今

度
加

フレ

之
。
（
中
略
）

 

于
時
建
保
二
年
十
月
廿
三
日
及
二ヒ

テ

暮
天

ニ一

記
スレ

之
ヲ

。
良
算

＊37

『
愚
草
』｢

証
果
廻
心｣

元
久
二
年
潤
七
月
十
六
日
法
華
会
大
業

ノ

学
問
之
次

ニ

記
スレ

之
ヲ

。
去
年

ノ

春
ノ

比
、
所
二

案
シ

得
ル一

也
。
上
人

ノ

有
リ二

御
許
可
一

。
識

－

二

得
ス

大
意

ヲ一

。
＊38

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
『
愚
草
』
「
転
識
頼
耶
」
は
『
尋
思
鈔
』
が
企
図
さ
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れ
た
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
の
翌
年
に
貞
慶
が
隠
棲
し
て
い
た
笠
置
寺
般
若
台

で
精
談
・
口
伝
を
受
け
た
上
で
私
見
や
他
の
義
を
載
せ
て
一
巻
と
し
た
と
あ
る
。

ま
た
、
『
愚
草
』
「
唯
識
比
量
」
は
『
明
本
抄
』
『
明
要
抄
』
が
記
さ
れ
た
建
暦
二

年
（
一
二
一
二
）
の
二
年
後
に
あ
た
る
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
に
記
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
奥
書
に
記
さ
れ
る
「
先
年
の
因
明
の
沙
汰
」
は
『
明
本
抄
』
『
明
要

抄
』
に
関
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
良
算
の
私
見
が
貞
慶
か
ら

高
い
評
価
を
得
た
た
め
に
、
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
『
愚

草
』
「
証
果
廻
心
」
は
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
に
記
さ
れ
て
お
り
、
貞
慶
の
著
作

と
の
関
連
性
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
良
算
の
法
華
会
大
業
（
竪
義
）
に
際
し
て

記
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
貞
慶
の
許
可
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
良
算
と
貞
慶
の
密
接

な
関
係
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
愚
草
』
に
も
ま
た
、
良
算
と
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
論
義

テ
ー
マ
が
複
数
存
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
貞
慶
を
指
す
語
や
そ
の
説
示
等
と
い
っ
た

も
の
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
良
算
と
貞
慶
の
関
係
が
希
薄
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
論
義
テ
ー
マ
も
ま
た
存
す
る
。
例
え
ば
『
愚
草
』
「
帰
命
大
智
海
」
や
『
愚

草
』
「
異
地
遠
境
」
、
『
愚
草
』
「
鏡
中
影
像
」
等
が
そ
れ
に
当
た
る
。

＊39

こ
の

中
、
『
愚
草
』
「
鏡
中
影
像
」
に
は
、

『
愚
草
』
「
鏡
中
影
像
」

或
ル
カ

云
ク

、
眼
根

ト

眼
識

ト
ハ

不
レ

可
レカ

ラ

有
ル下

見
ル二

自
質

ヲ一

之
義
上

。
眼
根

ト

眼
識

ト
ノ

倶
時

ノ

意
識

ハ

縁
レシ

テ

鏡
ヲ

、
現
量

ニ

証
スレ

之
ヲ

。
（
中
略
）
〈
伝

ヘ

－

二

聞
ク

解
脱

房
ノ

御
義

ト一

也
〉

＊40

と
あ
り
、
「
或
云
」
に
よ
る
説
示
が
解
脱
房
（
貞
慶
）
の
も
の
で
あ
る
と
伝
え
聞
い

た
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
短
釈
で
は
良
算
が
貞
慶
に
私
見
を
申
し
述
べ
る

も
の
や
、
貞
慶
が
良
算
を
称
讃
す
る
様
子
等
が
見
ら
れ
、
両
者
の
関
係
が
密
接
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
愚
草
』

「
鏡
中
影
像
」
に
お
い
て
は
「
師
匠
」
・
「
上
人
」
・
「
先
師
」
等
と
い
わ
ず
「
解

脱
房
」
と
い
い
、
し
か
も
貞
慶
の
説
示
を
伝
聞
の
形
で
記
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
も
の
か
。
お
そ
ら
く
は
『
同
学
鈔
』
と
同
様
に
、

初
期
に
作
成
さ
れ
た
『
愚
草
』
の
論
義
テ
ー
マ
は
良
算
が
貞
慶
を
師
と
仰
ぐ
よ
う
に

な
る
よ
り
以
前
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

良
算
と
貞
慶
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
に
至
っ
た
時
期
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
資

料
と
し
て
、
良
算
撰
『
般
若
台
談
抄
』
「
摂
在
一
刹
那
」
と
良
算
撰
『
所
立
宗
因
比

量
』
と
を
見
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、

良
算
『
般
若
台
談
抄
』
「
摂
在
一
刹
那
」

建
久
九
年
四
月
十
八
日
。
於

テ二

笠
置
山
般
若
台

ニ一

相
伝

シ

了
ヌ

。

　
　

同
月
廿
五
日
酉

ノ

剋
ニ

記
スレ

之
ヲ

。
　

良
算

＊41

良
算
『
所
立
宗
因
比
量
』

当
時

ノ

愚
推

ナ
リ

。
如

クレ

是
ク
ノ

広
ク

臨
二ミ

テ

諸
ノ

比
量

ノ

因
ニ一

可
シ三

案

－

二

立
ス

此
義

ヲ一

。

随
テ二

管
見

ノ

所
ニ一

レ

及
フ一

旦
案
立

シ

了
ヌ

。
若

シ

無
レク

ハ

所
レ

背
ク

者
、
以

テ

為
二サ

ン

一
義

ト一

矣
。

于
時
建
久
八
年
正
月
晦
日
記

スレ

之
。                       

　

           

沙
門
良
算

同
十
年
二
月
廿
八
日
於

テ二

笠
置
山

ニ一

此
ノ

題
ノ

精
談
之
時
、
申

シ二

此
ノ

愚
案

ヲ一

了
ヌ

。

師
匠
上
人

ハ

甚
タ

以
テ

感
歎

ス

。
然

ル
ニ

深
ク

学
ヒ二

所
不
摂
之
義

ヲ一

、
弥
可

シレ

成
ス二

此

義
ヲ一

〈
云
々
〉
彼

ノ

所
不
摂
之
義

ハ

、
勝
軍
比
量

ノ

沙
汰
之
時
抄

スレ

之
ヲ

。
可

シレ

見
ル

。
依

テレ

為
二ル

ニ

愚
身
之
勝
事

ト一

、
後
日
加

ヘ
テ

記
スレ

之
ヲ

耳
＊42

と
あ
る
。
良
算
撰
『
般
若
台
談
抄
』
「
摂
在
一
刹
那
」
で
は
、
建
久
九
年

（
一
一
九
八
）
四
月
十
八
日
に
笠
置
山
般
若
台
で
「
摂
在
一
刹
那
」
の
義
を
相
伝
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し
、
二
十
五
日
に
記
し
た
と
あ
る
。
前
節
ま
で
に
見
て
き
た
諸
短
釈
に
は
い
ず
れ
も

貞
慶
の
称
讃
や
許
可
あ
る
い
は
精
談
等
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
点
、
『
般
若
台
談
抄
』
「
摂
在
一
刹
那
」
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
良
算
撰
『
所
立
宗
因
比
量
』
の
奥
書
に
あ
る
二
年
後
の
追
記
に
お
い
て

は
貞
慶
の
称
讃
や
談
義
の
様
子
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
本
奥
書
で
あ
る
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
正
月
の
奥
書
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
建
久
八
年
正
月
時
点
で
の
良
算
は
ま
だ
、
貞
慶
に
私
見
を
申
し
述
べ
る

立
場
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
建
久
八
年
と
い

う
年
は
二
つ
の
理
由
か
ら
、
良
算
の
述
作
活
動
を
見
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
第
一
に

建
久
八
年
閏
六
月
に
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
の
制
作
が
企
図
さ
れ
、
後
に
良
算
が
貞
慶

の
下
に
「
常
に
登
臨
」
す
る
よ
う
に
な
る
起
点
と
な
る
年
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に

『
同
学
鈔
』
編
纂
上
の
分
岐
点
と
な
る
年
で
あ
り
、
建
久
八
年
七
月
十
七
日
の
時
点

で
良
算
は
貞
慶
と
交
渉
も
な
く
、
貞
慶
の
説
を
参
照
し
た
り
、
指
導
・
監
修
を
受
け

る
よ
う
な
立
場
に
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

＊43

こ
れ
ら
の

こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
良
算
は
建
久
八
年
七
月
十
七
日
か
ら
翌
建
久
九
年
四
月
十
八

日
ま
で
の
約
九
ヶ
月
の
間
に
貞
慶
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
に
至
り
、
そ
れ
以
降
は

貞
慶
を
指
す
語
や
説
示
な
ど
密
接
な
関
係
が
見
て
取
れ
る
表
現
を
積
極
的
に
用
い
つ

つ
述
作
を
著
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
愚
草
』
は
建
久
八

年
七
月
十
七
日
か
ら
翌
建
久
九
年
四
月
十
八
日
頃
を
境
と
し
て
貞
慶
と
密
接
な
関
係

を
有
す
る
前
と
後
と
に
大
ま
か
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
を
有
す
る
に
至
っ
た
後
に
著
さ
れ
た
『
愚
草
』

の
論
義
テ
ー
マ
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お

り
良
算
は
当
時
を
代
表
す
る
学
匠
で
あ
っ
た
貞
慶
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
貞
慶
の

指
導
や
教
説
を
受
け
た
上
で
自
身
の
説
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
良
算
は
師
と
仰
ぐ
貞
慶
説
を
採
用
し
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
も
の
に
、
『
愚
草
』
「
深
密
三
時
」
、
「
唯
識
比
量
」
、
「
乃
是
実
身
」
等
が
あ

る
。

＊44

中
で
も
論
義
テ
ー
マ
「
乃
是
実
身
」
は
貞
慶
の
説
示
の
採
用
・
不
採
用
と
い

う
両
面
が
興
味
深
い
こ
と
に
混
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
義
テ
ー
マ

は
、
大
悲
行
に
お
い
て
菩
薩
が
実
身
を
も
っ
て
衆
生
の
苦
を
代
り
に
受
け
る
こ
と
に

つ
い
て
検
証
す
る
も
の
で
、
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
事
」
で
は
ま
ず
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
」

問
。
以

テレ

何
ヲ

知
三ル

ヤ

七
地
已
前

ノ

菩
薩

ノ

造
二ル

ヲ

悪
趣
別
報

ノ

業
ヲ一

。
答
。
大
師
有

ル

処
ニ

…
〈
文
〉
准
二レ

ハ

此
ノ

文
ニ一

者
、
亦
七
地
以
前

ハ

発
テ二

非
福
別
報

ノ

業
ヲ一

代
二リ

テ

有

情
ニ一

受
レク

ル
ニ

苦
ヲ

無
シレ

失
。

今
尋
云
。
…
悪
趣
行
唯
見
惑
発
哉
。
〈
是
一
〉
…
〈
是
七
〉
　
　
　
　
　
　

此
ノ

事
、
応

ニレ

決
ス

。
　

具
ニ
ハ

如
シ

二
尋
思

ノ一

。
＊45

と
。
末
尾
に
「
尋
思
の
如
し
」
と
あ
る
か
ら
、
本
論
義
テ
ー
マ
は
貞
慶
撰
『
尋
思

鈔
』
成
立
後
、
す
な
わ
ち
良
算
と
貞
慶
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
に
至
っ
て
後
に
著

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
論
義
テ
ー
マ
に
お
い
て
良
算
は
、

初
地
已
去
か
ら
七
地
已
前
の
菩
薩
が
悪
趣
の
別
業
を
な
す
根
拠
に
つ
い
て
の
問
答
を

進
め
る
。
し
か
し
、
自
ら
が
立
て
た
七
つ
の
「
問
」
の
一
々
に
対
し
て
「
答
」
を
設

け
る
こ
と
は
せ
ず
、
最
後
に
一
括
し
て
「
尋
思
の
如
し
」
と
記
し
、
七
つ
の
問
答
に

つ
い
て
は
全
面
的
に
貞
慶
説
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
良
算
は
論
義
テ
ー
マ
「
乃
是
実
身
事
」
の
最
終
見
解
に

お
い
て
、
師
説
を
知
り
つ
つ
も
あ
え
て
貞
慶
説
を
採
用
し
な
い
立
場
を
取
っ
た
。
良

算
撰
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
事
」
と
、
論
義
名
は
異
な
る
も
の
の
同
内
容
を
有
す
る

貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
「
代
諸
有
情
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
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『
尋
思
鈔
』
「
代
諸
有
情
」

代
理

ト
ハ

者
能
所
化
等

ノ

機
縁

ナ
リ

。
或

ハ

菩
薩

ノ

地
位
不
同

ナ
ル
カ

故
ニ

、
或

ハ

惣
ト

別
ト
ノ

報
等

ノ

差
別

ナ
リ

。
於

テ二

如
キレ

是
ノ

衆
多

ノ

門
ニ一

、
若

シ

有
二リ

テ

因
縁
一

不
レレ

ハ

背
カ二

道

理
ニ一

者
、
忍

ヒ

代
ル
コ
ト

不
レ

疑
ハ

〈
為
言
〉
（
中
略
）

問
フ

。
菩
薩

ハ

有
リ二

自
在
力
一

。
以

テ三

化

－

二

現
身

ヲ一

所
ノレ

化
ス
ル

事
、
皆
如

シ二

実

身
ノ一

。
即

チ

八
地
已
上

ノ

変
易
身

ノ

菩
薩

モ

、
有

リ二

代
受
苦

ノ

相
一

〈
如

シ二

観
音
地
蔵

等
ノ一

〉
等
也
。
設

ヒ

雖
モ二

分
段
身

ト一

、
於
二テ

ハ

地
上

ニ一

者
、
亦

タ

以
テ二

化
身

ヲ一

可
シレ

許
ス二

此
ノ

義
ヲ一

。

答
フ

。
（
中
略
）
於
二テ

ハ

八
地
已
上

ニ一

者
、
心
中

ノ

念
力

ハ

与
二

七
地
已
前
一

無
シレ

異
ナ
リ

。
其

ノ

時
不
レ

願
ハ二

自
位

ヲ一

、
不
レ

思
ハ三

我
レ

為
二ル

ヲ

変
易
身

ト一

也
。
〈
其

ノ

心
切

ナ
ル

時
ハ

不
レ

及
ハ二

余
ノ

思
惟

ニ一

。
設

ヒ

雖
二

大
聖

ト一

当
ニ二

皆
如

ク一
レ

此
ノ

〉
＊46

『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
」

先
師
上
人

ノ

云
ク

…
代
理

ト
ハ

者
能
所
化
等

ノ

機
縁

ナ
リ

。
或

ハ

菩
薩

ノ

地
位
不

同
ナ
リ

、
又

タ

惣
ト

別
ト
ノ

報
等

ノ

別
ナ
リ

。
於

テ二

如
キレ

是
ノ

衆
多

ノ

門
ニ一

、
若

シ

有
二リ

テ

因

縁
一

不
レレ

ハ

背
カ二

道
理

ニ一

、
忍

ヒ

代
ル
コ
ト

不
レ

疑
ハ

〈
為
言
〉
（
中
略
）

若
シ

八
地
以
上

ナ
ラ
ハ

化
身

ニ
シ
テ

而
非

スレ

実
ニ

。
唯

タ

七
地
以
前

ノ

分
段
身

ノ

菩
薩

ノ
ミ

以
テ二

三
途

ノ

実
身

ヲ一

受
ク二

彼
ノ

処
ノ

苦
ヲ一

也
。

＊47

と
。
傍
線
部
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
事
」
が
『
尋
思

鈔
』
「
代
諸
有
情
」
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
傍
線
部

の
後
に
菩
薩
の
身
と
階
位
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の

波
線
部
は
八
地
已
上
の
菩
薩
の
身
と
階
位
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
く
だ
り
で
あ
る
。

『
尋
思
鈔
』
で
は
、
八
地
已
上
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
自
ら
の
階
位
や
変
易
身
と
な
る

こ
と
を
望
ま
な
い
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
変
易
身
で
な
け
れ
ば
必
然
的
に
分
段

身
と
な
る
た
め
、
実
身
で
苦
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
共
通
す
る
傍
線
部
の

「
若
し
因
縁
有
り
て
道
理
に
背
か
ざ
れ
ば
、
忍
び
代
わ
る
こ
と
疑
わ
ず
」
と
あ
る
よ

う
に
、
「
道
理
」
に
基
づ
い
て
立
て
た
説
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て

『
愚
草
』
で
は
、
八
地
以
上
の
菩
薩
は
変
易
身
で
あ
る
た
め
、
苦
を
受
け
る
の
は
化

身
で
あ
り
実
身
で
は
な
い
と
し
、
七
地
以
前
の
分
段
身
の
菩
薩
の
み
が
実
身
で
苦
を

受
け
る
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
良
算
の
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
事
」
は

『
尋
思
鈔
』
を
引
用
し
つ
つ
も
、
最
終
結
論
で
あ
る
良
算
の
自
説
に
お
い
て
は
対
照

的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
に
良
算
と
貞
慶
の
見
解
が
対
照
的
な
も
の
に
な
っ
た
理
由
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
当
時
の
一
般
的
見
解
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
『
同

学
鈔
』
の
「
乃
是
実
身
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
る
。
す
な
わ
ち
、

『
同
学
鈔
』
「
乃
是
実
身
」

問
フ

。
若

シ

爾
ラ
ハ

与
二

八
地
已
上

ノ

化
身
一

有
二ル

ヤ

何
ノ

差
別
一

耶
。

答
フ

。
八
地
已
上

ハ

受
ク二

変
易

ノ

報
ヲ一

。
実

ニ
ハ

有
リ三

恒
ニ

在
ル二

他
受
用
土

ニ一

。
故

ニ三

悪

趣
等

ノ

代
受
苦
身

ハ一

向
ニ

化
現
也
。
七
地
已
前

ノ

分
段

ノ

実
身

ノ

上
ニ
ハ

、
以

テ二

定
願

力
ヲ一

現
シ二

傍
生
形

ヲ一

受
二ク

ル

重
担
等

ヲ一

時
、
実
身

ニ

受
ケ二

其
ノ

難
ヲ一

忍
二フ

カ

大
苦

ヲ一

故
ニ

、

云
フ二

乃
是
実
身

ト一

也
。

＊48

と
。
こ
こ
で
は
、
八
地
巳
上
の
菩
薩
は
変
易
身
を
得
て
他
受
用
土
（
報
土
）
に
あ
る

た
め
、
衆
生
の
代
わ
り
に
苦
を
受
け
る
の
は
化
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

『
同
学
鈔
』
は
『
愚
草
』
と
同
様
の
見
解
で
あ
り
、
『
愚
草
』
は
当
時
の
一
般
的
見

解
と
同
一
の
立
場
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
『
尋
思
鈔
』
・
『
愚
草
』
・

『
同
学
鈔
』
の
い
ず
れ
も
が
、
変
易
身
や
分
段
身
に
よ
っ
て
実
に
苦
を
受
け
る
か
否

か
を
判
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
道
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
唯
識
教
学
に
お
い
て
は
、
七
地
巳
前
の
悲
増
の
菩
薩
は
分
段
身
を
受

け
、
智
増
の
菩
薩
は
初
地
已
上
に
変
易
身
を
受
け
る
。
ま
た
悲
智
平
等
の
菩
薩
に
お
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い
て
、
煩
悩
を
恐
れ
る
菩
薩
は
二
三
地
の
間
に
、
煩
悩
を
恐
れ
な
い
も
の
は
四
地
か

ら
七
地
の
間
に
変
易
身
を
受
け
る
。
そ
し
て
八
地
巳
上
の
菩
薩
は
必
ず
変
易
身
を
受

け
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
『
同
学
鈔
』
や
『
愚
草
』

に
見
ら
れ
る
八
地
巳
上
の
菩
薩
は
必
ず
変
易
身
で
あ
る
か
ら
分
段
身
と
は
な
ら
ず
実

身
に
苦
を
受
け
な
い
と
い
う
見
解
は
、
唯
識
教
学
の
基
本
に
沿
っ
た
論
の
展
開
と
い

え
る
。
一
方
で
貞
慶
は
、
八
地
巳
上
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
心
中
の
念
力
が
七
地
已
前

と
異
な
ら
な
い
時
は
分
段
身
に
留
ま
る
と
記
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
唯
識

教
学
で
は
、
八
地
巳
後
の
菩
薩
は
必
ず
変
易
身
を
受
け
る
。
し
か
し
、
「
観
音
地
蔵

等
の
如
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
貞
慶
は
悲
増
の
菩
薩
（
＝
大
悲
闡
提
菩
薩
）
に

注
目
し
、
慈
悲
力
と
い
う
「
心
力
」
の
あ
る
「
仏
道
の
道
理
」
に
基
づ
け
ば
、
八
地

以
降
の
菩
薩
が
分
段
身
に
留
ま
る
と
い
う
不
思
議
が
あ
る
と
い
う
論
理
を
展
開
し
た

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
貞
慶
は
『
尋
思
別
要
』
「
大
悲
闡
提
」
に
お
い

て
も
、
大
悲
闡
提
菩
薩
が
「
大
悲
門
に
よ
れ
ば
実
に
不
成
仏
」
・
「
大
智
門
に
よ
れ

ば
実
に
成
仏
」
と
し
、
「
実
に
成
仏
」
・
「
実
に
菩
薩
」
と
い
う
一
身
二
門
の
「
不

思
議
」
の
事
態
に
立
ち
入
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

＊49

す
な
わ
ち
、
慈
悲
の
心
に
勝

れ
自
ら
の
悟
り
よ
り
衆
生
済
度
を
先
と
す
る
悲
増
の
菩
薩
で
あ
れ
ば
、
そ
の
心
が
八

地
巳
後
に
変
わ
る
こ
と
は
な
く
分
段
身
に
留
ま
る
こ
と
も
道
理
と
し
て
あ
る
こ
と
を

言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
愚
草
』
に
お
い
て
は
唯

識
教
学
の
「
基
本
」
に
沿
っ
た
論
の
展
開
が
な
さ
れ
、
一
方
の
『
尋
思
鈔
』
に
お
い

て
は
貞
慶
教
学
の
特
徴
と
も
い
え
る
「
道
理
」
な
ら
び
に
「
不
思
議
」
に
基
づ
く
展

開
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

五
．
む
す
び

　

以
上
、
良
算
の
述
作
と
貞
慶
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
し
て
『
愚
草
』
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。
良
算
の
『
愚
草
』
は
元
々
は
大
部
の
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
多
く
の
も
の
は
短
釈
形
式
で
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
良
算
の
諸
短
釈
と
貞
慶
と
の
関
係
を
通
し
て
良
算
の
述
作
姿

勢
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

従
来
、
良
算
と
貞
慶
の
関
係
は
貞
慶
側
の
資
料
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
良
算
側
の
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
貞
慶

と
の
密
接
な
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
良
算
が
『
尋
思
鈔
』
の
準
備
段
階

に
参
画
し
、
そ
の
完
成
に
至
る
ま
で
の
諸
短
釈
『
所
立
宗
因
比
量
』
・
『
転
識
頼
耶

因
縁
〈
良
算
草
〉
』
・
『
愚
草
』
「
貪
無
漏
縁
」
・
『
望
余
信
等
』
は
、
い
ず
れ
も

笠
置
寺
（
般
若
台
）
で
の
談
義
を
経
て
お
り
、
貞
慶
の
称
讃
や
許
可
に
基
づ
き
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
論
義
テ
ー
マ
は
い
ず
れ
も
『
尋
思
鈔
』

に
同
内
容
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
良
算
の
述
作
活
動
は
貞

慶
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
と
と
も
に
、
『
尋
思
鈔
』
成
立
と
関
連
を
有
し
つ
つ
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
様
の
こ
と
が
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
の
撰
述
時
期
に
お
い
て
も
確

認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
の
撰
述
時
期
に
良
算
が
残
し

た
『
局
通
対
〈
宗
依
宗
体
〉
』
や
『
因
喩
之
法
不
応
分
別
』
は
、
貞
慶
に
申
し
述
べ

た
私
見
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
良
算
の

私
見
は
貞
慶
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、
『
明
要
抄
』
に
採
用
さ
れ
る
ほ

ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
尋
思
鈔
』
準
備
及
び
制
作
期
間
に
お
け
る
良

算
の
諸
短
釈
と
同
じ
く
、
『
明
本
抄
』
『
明
要
抄
』
撰
述
期
に
お
い
て
も
、
良
算
は

そ
の
成
立
に
密
接
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
貞
慶
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
『
明
要
抄
』
に
良
算
の
見
解
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
双
方
向
的
影
響

関
係
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
特
に
注
目
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
良
算
の
述
作
は
談
義
を
経
て
称
讃
や
許
可
を
得
る
な
ど
、
貞
慶
と

の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
『
愚
草
』
は
そ

の
奥
書
を
確
認
す
る
と
、
少
な
く
と
も
文
治
五
年
（
一
一
九
〇
）
か
ら
建
保
五
年
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（
一
二
一
七
）
の
二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の

諸
論
義
テ
ー
マ
に
は
、
諸
短
釈
と
同
様
に
貞
慶
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い
て
記
さ

れ
て
い
る
も
の
が
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
貞
慶
と
の
関
係
が
希
薄
な
も
の
も
確
認
で

き
る
。
そ
の
貞
慶
と
の
関
係
が
希
薄
な
『
愚
草
』
は
、
現
存
す
る
『
愚
草
』
で
も
っ

と
も
時
代
が
遡
る
文
治
五
年
頃
か
ら
貞
慶
の
評
価
を
得
る
建
久
九
年
四
月
十
八
日
ま

で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
愚
草
』
は
貞
慶
と

の
密
接
な
関
係
が
構
築
さ
れ
る
前
と
後
の
二
期
に
大
ま
か
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
分
類
は
同
じ
く
長
期
に
わ
た
っ
て
良
算
が
編
纂
し
た
『
同
学
鈔
』
に
類
同
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
論
義
テ
ー
マ
が
、
「
乃
是
実
身
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
論

義
テ
ー
マ
に
お
い
て
良
算
は
、
自
ら
が
立
て
た
七
問
に
対
す
る
答
え
を
『
尋
思
鈔
』

に
委
ね
な
が
ら
、
最
終
見
解
は
貞
慶
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
良
算
の

教
学
研
鑽
の
基
準
は
伝
統
的
法
相
教
学
に
あ
り
、
「
道
理
」
や
「
不
思
議
」
を
も
と

に
真
実
を
求
め
た
貞
慶
の
姿
勢
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
要

す
る
に
、
「
道
理
」
や
「
不
思
議
」
に
基
づ
く
自
由
闊
達
な
教
学
展
開
を
特
徴
と
し

て
い
る
貞
慶
に
対
し
て
、
良
算
の
見
解
は
唯
識
教
学
の
「
基
本
」
に
沿
っ
た
形
で
展

開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
良
算
教
学
の
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
「
道
理
」
に
基
づ
く
展
開
と
、
「
基
本
」
に
忠
実
な

展
開
の
ど
ち
ら
か
が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
「
基
本
」
を
抑
え
る
こ
と

の
な
い
「
道
理
」
に
よ
る
展
開
は
盲
目
で
あ
り
、
「
道
理
」
に
よ
る
展
開
の
な
い

「
基
本
」
は
空
虚
な
も
の
で
あ
る
。
「
基
本
」
と
「
道
理
」
の
両
者
が
揃
っ
て
初
め

て
教
学
的
進
展
が
な
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
良
算
と
貞

慶
の
両
者
に
は
双
方
向
的
影
響
関
係
も
あ
り
、
二
者
一
体
と
な
っ
て
教
学
的
進
展
を

図
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
れ
一
つ
を
も
っ
て
全
て
の
証
明
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
が
、
良
算
の
教
学
が
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
教
学
進
展
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
こ
と
を
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
論
文
で
は
『
愚
草
』
の
極
一
部
の
紹
介
を
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
う

い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
今
後
、
『
愚
草
』
の
み

な
ら
ず
良
算
の
諸
短
釈
を
含
め
た
詳
細
な
検
討
を
通
し
て
、
良
算
教
学
全
体
に
わ
た

る
特
徴
や
教
学
史
的
意
義
の
考
察
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
一
次
資
料
】

身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
論
第
八
巻
尋
思
鈔
別
要
』

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
帰
命
大
智
海
」

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
推
功
帰
本/

護
法
教
体
」

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
唯
識
比
量
」

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
証
果
廻
心
」

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
異
地
遠
境
」

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
鏡
中
影
像
」

無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
」

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
論
第
五
巻
尋
思
鈔
通
要
』

【
二
次
資
料
】

北
畠
典
生
　

編
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
叢
書
Ⅶ
日
本
中
世
の
唯
識
思
想
』
龍
谷
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年

楠
淳
證
「
日
本
唯
識
思
想
の
研
究

－

大
悲
闡
提
成
・
不
成
説
の
展
開

－

」
『
仏
教
学

研
究
』
第
四
三
号
、
一
九
～
四
二
頁
、
龍
谷
仏
教
学
会
、
一
九
八
七
年

楠
淳
證
「
愚
草
『
深
密
三
時
』
」
「
深
密
三
時
の
展
開
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
叢

書
Ⅶ
日
本
中
世
の
唯
識
思
想
』
八
～
六
四
頁
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
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一
九
九
七
年

楠
淳
證
「
日
本
唯
識
と
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
三
六
集
、
三
五
～
五
二
頁
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七

年
楠
淳
證｢

聖
覚
房
良
算
と
『
愚
草
』｣

『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
七

集
、
六
九
～
七
七
頁
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
八
年

楠
淳
證
「
聖
覚
房
良
算
と
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』

－

『
摩
尼
抄
』
・
『
成
唯
識
論
本
文

抄
』
・
『
般
若
臺
談
抄
』
を
め
ぐ
っ
て

－

」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
三
九
集
、
一
四
～
二
二
頁
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇

年
楠
淳
證
「
貞
慶
の
摂
在
一
刹
那
の
思
想

－

『
般
若
臺
談
抄
』
と
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』

の
所
説
を
め
ぐ
っ
て

－

」
『
仏
教
学
研
究
』
第
五
六
号
、
九
四
～
一
六
九
頁
、

龍
谷
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
二
年

楠
淳
證
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
研
究

－
仏
道
篇

－

』
法
蔵
館
、
二
〇
一
九

年
楠
淳
證
　

他
「
成
唯
識
論
同
学
鈔
の
研
究
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
三
六
集
、
三
三
～
一
六
二
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年

楠
淳
證
　

他
「
成
唯
識
論
同
学
鈔
の
研
究
（
二
）
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
、
一
一
～
三
〇
、
第
三
七
集
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、

一
九
九
八
年

楠
淳
證
　

他
「
成
唯
識
論
同
学
鈔
の
研
究
（
三
）
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
三
九
集
、
一
一
～
一
二
四
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
〇
年

城
福
雅
伸
「
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
編
纂
上
の
問
題
に
関
す
る
一
考
察
」
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
三
四
巻
、
第
一
号
、
四
四
～
四
七
頁
、
日
本
印
度
学
仏
教
学

会
、
一
九
八
五
年

城
福
雅
伸
「
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
編
纂
上
の
問
題
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
六
巻
、
第
二
号
、
六
四
一
～
六
四
三
頁
、
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
八
八
年

城
福
雅
伸
「
法
相
唯
識
の
改
革
者
良
算

－

摂
用
帰
体
の
新
展
開

－

」
『
仏
教
学
研

究
』
、
第
五
三
号
、
九
六
～
一
三
八
頁
、
龍
谷
仏
教
学
会
、
一
九
九
七
年

新
倉
和
文
「
貞
慶
著
『
尋
思
鈔
』
と
『
尋
思
鈔
別
要
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
『
仏

教
学
研
究
』
第
三
七
号
、
九
二
～
一
〇
三
頁
、
龍
谷
仏
教
学
会
、
一
九
八
一
年

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
（
一
）
、
法
蔵
館
、

一
九
八
六
年

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
（
二
）
、
法
蔵
館
、

一
九
九
六
年

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
（
三
）
、
法
蔵
館
、

二
〇
〇
四
年

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
（
四
）
、
法
蔵
館
、

二
〇
〇
九
年

【
付
記
】

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
複
写
を
許
可
し
て
下
さ
っ

た
身
延
山
大
学
図
書
館
並
び
に
佛
性
山
金
剛
院
無
為
信
寺
ご
住
職
に
対
し
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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＊１
楠
淳
證
（
一
九
九
七
）
「
日
本
唯
識
と
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
」
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
三
十
六
集
、
仏
教
文
化
研
究
所
等

＊２
城
福
雅
伸
（
一
九
八
七
）
「
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
仏
教
学
研
究
』

四
十
三
号
、
龍
谷
仏
教
学
会
、
楠
淳
證
（
一
九
九
七
）
「
前
掲
論
文
」
等

＊３
良
算
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
確
定
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
楠
淳
證
（
一
九
九
八
）｢

聖

覚
房
良
算
と
『
愚
草
』｣
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
六
頁
に
よ
っ
て
、
承
安

元
年
（
一
一
七
一
）
か
ら
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
の
間
の
活
動
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

＊４
良
算
に
注
目
し
そ
の
活
動
が
刮
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
城
福
雅
伸
（
一
九
九
七
）

「
法
相
唯
識
の
改
革
者
良
算
　

－

摂
用
帰
体
の
新
展
開

－

」
『
仏
教
学
研
究
』
、
第
五
三

号
、
龍
谷
仏
教
学
会
や
楠
淳
證
（
一
九
九
八
）
「
前
掲
論
文
」
等
に
詳
し
い
。

＊５
楠
淳
證
（
一
九
九
八
）｢

前
掲
論
文｣

＊６
大
正
五
六
、
四
八
〇
上

＊７
楠
淳
證
（
二
〇
一
九
）
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究

－

仏
道
篇

－

』
法
蔵
館
、
二

頁
＊８
『
摩
尼
抄
』
に
つ
い
て
は
楠
淳
證
（
二
〇
〇
〇
）
「
聖
覚
房
良
算
と
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』

－

『
摩
尼
抄
』
・
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
・
『
般
若
臺
談
抄
』
を
め
ぐ
っ
て

－

」
『
龍
谷
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
九
集
に
詳
し
い
。

＊９
既
に
楠
淳
證
（
二
〇
〇
〇
）
「
前
掲
論
文
」
に
よ
っ
て
、
良
算
と
貞
慶
が
覚
憲
を
師
と
す
る

同
門
の
弟
子
で
り
、
後
に
良
算
が
貞
慶
を
師
と
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

＊10
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
九
頁

＊11
大
正
六
六
、
三
〇
五
上
～
三
〇
六
中
。
「
問
」
の
上
の
「
又
方
」
は
大
正
蔵
『
同
学
鈔
』
の

甲
本
に
あ
た
る
薬
師
寺
古
写
本
に
基
づ
き
記
し
た
。

＊12
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
論
第
五
巻
尋
思
抄
通
要
』
三
十
丁
左
～
三
十
三
丁
右

＊13
楠
淳
證
（
二
〇
〇
二
）
「
貞
慶
の
摂
在
一
刹
那
の
思
想

－『
般
若
臺
談
抄
』
と
『
唯
識
論
尋

思
鈔
』
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て

－

」
『
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
六
号
、
一
二
九
頁

＊14
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
九
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
二
巻
、
三
五
五
頁

＊15
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
九
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
二
巻
、
三
八
五
頁

＊16
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
九
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
五
六
頁
に
は

「
論
義
草
（
秘
云
論
応
記
伝
等
是
十
遍
）
」
と
あ
り
論
題
名
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
本
奥
書
の
冒
頭
を
見
て
み
る
と
「
今
者
仮
立
為
一
」
と
あ
り
、
論
題
名
は
「
仮
立
為
一
」

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
大
正
蔵
の
甲
本
あ
た
る
薬
師
寺
蔵
古
写
本
で
は
論
義
「
望
余
信

等
」
と
「
仮
立
為
一
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
『
本
文
抄
』
に
お
い
て
も
「
仮
立
為
一
」

は
見
ら
れ
ず
「
望
余
信
等
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
望
余
信
等
」
と
し

た
。

＊17
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
五
六
頁

＊18
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
二
〇
〇
四
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
三
巻
、
二
六
二
頁
で
は

「
論
義
草
（
今
拠
情
解
妄
論
為
我
故
叙
破
之
実
是
法
執
云
々
）
」
と
あ
る
が
、
論
義
テ
ー
マ

「
実
是
法
執
」
中
で
用
い
ら
れ
る
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
の
文
と
一
致
す
る
の
で
、
こ
こ
で

『
実
是
法
執
』
と
し
た
。

＊19
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
二
〇
〇
四
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
三
巻
、
二
六
二
頁

＊20
貞
慶
『
尋
思
鈔
別
要
』
の
論
題
に
つ
い
て
は
楠
淳
證
（
二
〇
一
九
）
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論

尋
思
鈔
』
の
研
究

－

仏
道
篇

－

』
六
七
～
六
九
頁
。
特
に
『
般
若
台
談
抄
』
と
『
尋
思
鈔
』

の
論
義
テ
ー
マ
「
摂
在
一
刹
那
」
に
つ
い
て
は
楠
淳
證
（
二
〇
〇
二
）
「
前
掲
論
文
」
に
詳

し
い
。
ま
た
、
論
義
テ
ー
マ
「
実
是
法
執
」
は
現
存
す
る
『
尋
思
鈔
』
に
は
確
認
さ
れ
な
い

が
、
『
尋
思
鈔
』
の
本
文
集
で
あ
る
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
欠
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

＊21
大
正
六
九
・
五
〇
五
上
～
中

＊22
大
正
六
九
・
五
二
一
・
上
～
下

＊23
大
正
六
九
・
五
三
四
上
～
中

＊24
大
正
六
九
、
五
一
〇
上
～
中
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＊25
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
一
四
四
頁

＊26
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
一
四
四
頁

＊27
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
一
四
五
頁

＊28
大
正
六
十
九
、
五
〇
五
上

＊29
大
正
六
九
・
五
一
四
上

＊30
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
一
四
七
頁

＊31
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
帰
命
大
智
海
」
七
丁
裏
・
未
翻
刻

＊32
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
推
功
帰
本/

護
法
教
体
」
五
丁
裏
・
未
翻
刻

＊33
大
正
六
六
、
四
五
六
上

＊34
大
正
六
六
、
二
五
五
下

＊35
楠
淳
證
（
一
九
九
七
）
「
前
掲
論
文
」
四
六
～
四
七
頁

＊36
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
九
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
二
巻
、
三
五
五
頁

＊37
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
唯
識
比
量
」
十
三
丁
表
～
十
八
・
未
翻
刻

＊38
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
証
果
廻
心
」
五
丁
表
・
未
翻
刻

＊39
い
ず
れ
も
無
為
信
寺
所
蔵
短
釈
・
未
翻
刻

＊40
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
鏡
中
影
像
」
三
丁
裏
・
未
翻
刻

＊41
楠
淳
證
（
二
〇
〇
二
）
「
前
掲
論
文
」
、
一
二
九
頁

＊42
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六
）
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
九
頁

＊43
城
福
雅
伸
（
一
九
八
八
）
「
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
編
纂
上
の
問
題
に
関
す
る
一
考
察

（
二
）
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
六
巻
第
二
号
、
六
四
一
～
六
四
三
頁
で
は
『
同

学
鈔
』
の
奥
書
や
年
代
を
窺
う
手
が
か
り
と
な
る
語
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
建
久
八
年
以
前

に
は
貞
慶
を
指
す
名
称
や
説
示
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

＊44
楠
淳
證
（
一
九
九
七
）
「
愚
草
『
深
密
三
時
』
」
「
深
密
三
時
の
展
開
」
『
龍
谷
大
学
仏
教

文
化
叢
書
Ⅶ
日
本
中
世
の
唯
識
思
想
』
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
八
～
六
四
頁
で
は
、

『
愚
草
』
が
良
算
の
も
の
と
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
『
愚
草
』
の

見
解
と
貞
慶
の
説
示
と
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
愚
草
』
「
唯
識
比

量
」
（
無
為
信
寺
所
蔵
・
六
丁
右
）
で
は
「
上
人
の
御
所
存
は
こ
れ
に
異
な
れ
り
。
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

＊45
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
」
三
丁
表
～
五
丁
裏
・
未
翻
刻

＊46
身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
論
第
八
巻
尋
思
鈔
別
要
』
三
四
丁
表
～
三
八
丁
裏
・
未
翻
刻

＊47
無
為
信
寺
所
蔵
『
愚
草
』
「
乃
是
実
身
」
一
七
丁
表
～
裏
・
未
翻
刻

＊48
大
正
六
六
、
四
九
九
上

＊49
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
「
大
悲
闡
提
」
が
「
不
思
議
」
と
「
道
理
」
に
基
づ
き
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
楠
淳
證
（
一
九
八
七
）
「
日
本
唯
識
思
想
の
研
究

－

大
悲
闡
提
成
・
不
成
説
の

展
開

－

」
『
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
三
号
、
龍
谷
大
学
仏
教
学
会
、
十
九
～
四
十
二
頁
に
詳

し
い
。
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